
2026.2ソフトウェアリリース
ハイライト

 ライセンスモデルアップデート

 強化されたグラフ機能

 Active Clamp Forward のUltraCoreソルバーサポート

 SMBus スレーブサポート

 グリッドモダナイゼーション通信アップデート

 e-Mobility通信 アップデート



Typhoon HIL

ライセンスモデルが拡張

ライセンスモデルアップデート

 従来のコンフィグレーションは名称がHILCore Maxに変更され、新しくHILCore Pro /HILCore の

コンフィグレーションが追加

 ツールボックスは整理されたライセンスプロダクトに置き換え

◼ Power Systems と Microgrid ツールボックスはGrid Resources とGrid Protection ライブラリに変更

◼ Power Loss Calculation と Nonlinear Machines 機能は標準機能となり、ライブラリ追加が不要に

 THCCのライセンス情報ダイアログの詳細化



Typhoon HIL

HILCore ソルバー

ライセンスモデルアップデート

 HILCore ソルバーは機能ユニットの多

様な組み合わせとパラメータ化を可能

にするFPGAの演算ユニットです

◼ SPCs 

◼ MachineCore

◼ UltraCore

◼ HILCore 追加リソース



Typhoon HIL

新ファームウェア/HILCoreコンフィグレーション

ライセンスモデルアップデート

 コンフィグレーションは3種類のHILCoreライセンスに対応する3 (+1) のカテゴリ変更 :

◼ Base

◼ Pro

◼ Max(従来)

◼ カスタム(Pro,Maxライセンス時にオプションとして購入可能)

 2026.1以前のコンフィグレーションは、各デバイスのMaxコンフィグレーションとして継承：



Typhoon HIL

新ライセンス情報ダイアログ

新コマーシャルフレームのサポート

 ライセンス情報ダイアログは再設計され、複数のカテゴリーに分割:

◼ Licenseタブ

 Site

 Device

◼ Deviceタブ

 新v3ライセンスファイル(.lic)

 User

 Node



Typhoon HIL

 以下に含まれるグラフ機能が強化:

◼ Signal Analyzer 

◼ SCADA のCapture/Scope ウィジェット

強化されたグラフ機能

◼ Schematic EditorのScope コンポーネント(TyphoonSim用)

◼ FFT ダイアログウィンドウ

 サブプロットの数が4から6に増加

 サブプロットの配置方法に、従

来の縦方向(Vertical)、グリッド

(Grid)レイアウトに加え、横方

向(Horizontal) レイアウトが追加



Typhoon HIL

強化されたグラフ機能

 カーソル位置の信号値を表示するON/OFF可能なツールチップ

 信号データのダイアログ強化: 

◼ カーソルの1/ΔXおよびΔY演算を追加

◼ 表示する演算を選択できるオプションを追加

 信号プロパティダイアログウィンドウの更新:

◼ 設定モード: Auto / Manual

◼ サブプロット設定はユーザー指定ズーム設定に移行



Typhoon HIL

強化されたグラフ機能

 ユーザー指定ズーム設定の更新：

◼ ズームモード：フィットにズーム または 手動

◼ 最小値と最大値の軸設定が可能

◼ Y軸の範囲は任意に設定可能 

(X軸はデータ範囲内のみ設定可能)

 スクロールズームがすべての手動ズームモードに追加

◼ SHIFT + スクロール – Y軸のズーム

◼ CTRL + スクロール – X軸のズーム

 ユーザー指定範囲にズーム(“Zoom to user 

specified range”) が “Zoom to fit” オプションに追加



Typhoon HIL

 Active Clamp Forwardコンバーターが 3.5 ns タイ

ムステップで動作可能に

Active Clamp Forward コンバーター UltraCoreソルバーサポート

Enhanced Resolution コンバータライブラリへ新規追加

SPC UltraCore

漏れインダクタンス x ✓

スイッチ電流測定 ✓ ✓

スイッチ電圧測定 ✓ x

 ソルバープラットフォームによる違い:

 ユーザーはComponent propertiesウィンドウから

従来のソルバーを選択可能:

◼ SPC(従来)

◼ UltraCore(3.5ns)



Typhoon HIL

 新コンポーネント追加: SMBus Slave

◼ HILデバイスごとに1つのSMBus Slaveをサポート

 GPIO経由の通信（対応デバイス: HIL101, HIL404, HIL506, HIL606）

 SMBus プロトコル:

◼ I²C ベース 

◼ 2線使用: SDA → Data ; SCL → Clock

SMBus Slaveサポート

 設定可能なSMBusパラメータ:

◼ Slave ID（7ビット）、クロック周波数、

GPIOピン割り当て

◼ レジスタマップ設定

◼ オプションのPEC (Packet Error Code)

サポート、CRCエラーカウント付き



Typhoon HIL

 複数のIEC 60870サーバーコンポーネントのサポー

ト

◼ サーバー台数が拡張され、数十台のIEC 60870サー

バーをサポート

（対応デバイス: HIL101, HIL404, HIL506, HIL606）

グリッドモダナイゼーション通信アップデート

IEC 60870プロトコルの更新

 新しいIEC 60870クライアントコンポーネント

◼ IEC 60870-5-104クライアントプロトコルを実装

◼ 標準化されたコマンド処理とリアルタイムデータ交換

◼ 複数のクライアントインスタンスのサポート

◼ 電力システムの通信インターフェースおよび相互運用性のテ

スト・検証に最適



Typhoon HIL

 混雑したネットワーク上で関連データを分離するためCAN FD Raw 

Receiveコンポーネントにフィルタリング機能が追加

 IDフィルター設定 により、標準IDおよび拡張IDに基づいて受信す

るメッセージを制御

 IDタイプごとに3つのモード:

◼ Allow all - すべてのメッセージを受信

◼ Allow only - 指定されたIDまたは範囲のみ受信

◼ Block all - すべてのメッセージを破棄

e-Mobility通信 アップデート

FD Raw Receiveコンポーネントのメッセージフィルタリングオプション



Typhoon HIL

 従来、ISO 15118-20 EVCC およびSECC コンポーネントは Secured 

connection type のみをサポート

 TLS (Transport Layer Security) 無しの接続を追加、PKI (Public Key 

Infrastructure) と証明書が利用可能になる前の初期段階テストが可能

 コンポーネントプロパティウィンドウで2つの接続タイプを選択可能: 

◼ Secured connection - 暗号化TCP通信（TLS）、証明書が必要; ISO 

15118-20で必須

◼ Trusted connection - 非暗号化TCP通信、証明書不要; 初期段階テスト専

用

e-Mobility通信 アップデート

TLS無しのISO 15118-20通信



Typhoon HIL

 従来のEVCCコンポーネントはサポートする 

V2Gメッセージパラメーター の信号が限定的

 シミュレーション中にSECCから受信するより

多くのメッセージパラメータを監視できる追加

の出力端子が追加

 以下を実現:

◼ デバッグの容易化

◼ 通信フローの改善

e-Mobility通信 アップデート

DIN 70121およびISO 15118-2 EVCCコンポーネントのV2Gメッセージパラメーター信号の拡充



Thank you for your attention!

THCC 2026.2

Typhoon HIL Control Center の最新リリースを入手！

最新のソフトウェアリリースハイライトをご覧ください！

詳細情報はドキュメントをご参照ください！

https://www.typhoon-hil.com/jp/products/software/download-center/
https://www.typhoon-hil.com/jp/products/software/download-center/
https://www.typhoon-hil.com/jp/products/software/download-center/
https://www.typhoon-hil.com/jp/support/software-releases/
https://www.typhoon-hil.com/jp/support/documentation/
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